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研究成果の概要（和文）：本研究をとおして、主に以下の3つの点が明らかになった。第1に、中華圏（中国、台
湾、香港）に居住するムスリムや、中華圏外に居住する中国系ムスリム移民たちは、イスラームや宗教上の実践
を共通の価値観として、国籍の異なるムスリムや非ムスリムと日常的生活実践をとおしたネットワークを築いて
おり、日常の多文化主義と言いうるような多文化共生圏を構築していること。第2に、そうしたネットワークが
歴史上においても、今日においても、国境を越えて拡大していること。第3に、そうしたネットワークの拡大を
一つの要因として、マジョリティ社会内部の主流言説空間において、ムスリムたちが不当に排除される現象が生
じていることである。

研究成果の概要（英文）：This research project clarified the following three points. Firstly, both 
Muslims living in the Chinese region (China, Taiwan, Hong Kong) and Chinese Muslim immigrants living
 outside the Chinese region have built up networks with Muslims from different nationalities and 
non-Muslims through their everyday interaction by sharing Islamic beliefs or religious practices as 
common values. Namely they construct multicultural spheres as everyday multiculturalism. Secondly, 
such networks have expanded across national borders, both historically and nowadays. Third, the 
expansion of such networks causes the phenomenon that Muslims are unfairly excluded in the 
mainstream discourse within the majority society.

研究分野： 文化・社会人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は以下の意義を有する。学術的意義としては、グローバル化が進展し、国内外との外交上・商業上
の結びつきが拡大する中華圏において、これまで十分な蓄積がなかった中国ムスリムをめぐる民族誌的データを
提示する点である。また、こうした民族誌的データに基づき、ムスリムを主体とした多文化共生の在地の理論を
明らかにしたという点でも学術的意義を有する。社会的意義としては、人々が日常の生活実践をとおしていかに
多文化の共生を可能にする論理を生み出しているのかを提示することで、従来の多文化主義や多文化共生概念に
対して、下からの共生の仕組みを検討する可能性を提示できる点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
改革開放政策が導入されて 40 年が経過しつつある現在、中国では漢族のみならず、「少数民

族」も国内・国外への移住や移動を繰り返している。なかでも、大都市における移住・定着、漢
族や外国人との接触、移住先での起業などが、大きく注目されている。例えば、浙江省義烏市は
近年、メディア報道で頻繁に紹介される著名な国際貿易都市である。義烏市には、従来ムスリム
が居住していなかったが、近年中国ムスリム（主に回族）の活躍が目覚ましく、モスクが建設さ
れ、数多くのハラール料理店が経営されている。また、外国籍のムスリムが経営する店舗もあり、
義烏市は様々な民族が行き交う国際的な貿易拠点として発展している。このように、中国東南の
沿海部、香港、台湾などでは、中国ムスリムが主にビジネスや宗教活動を契機として外国人や漢
族と積極的に接触・交渉する現象が散見されている。また、中国における政治環境の悪化にとも
ない、国外に移住・亡命するウイグル族なども少なくない。こうした現象を背景に、中華世界に
生きる中国ムスリムたちをめぐり、トランスナショナル（超国家的）、トランスエスニック（超
民族的）、トランスレリジャス（超宗教的）な現象が生じている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、中華世界において「周縁化」されてきたムスリム諸民族が、移住や商行為などをと

おして形成してきた超国家的・超民族的・超宗教的なネットワーク形成の特徴を解明するととも
に、グローカリゼーションが加速化する中国沿海部・香港・台湾などの都市部における多文化共
生の意味を解明することを目的とする。とりわけ、ムスリム諸民族による日用品・食料品の製造・
卸売・流通、外国人ムスリムの商取引・移住・定住化、中国ムスリムの通訳・翻訳業、ハラール
食品の生産・販売、ハラール料理店の経営などに注目し、中華圏におけるムスリムたちがトラン
スナショナル（超国家的）、トランスエスニック（超民族的）、トランスレリジャス（超宗教的）
なネットワークの形成をとおして産出する多文化共生の在地のロジックを明らかにする。こう
した目的に加えて、最終年度に国際研究集会を開催し、当該分野の研究をめぐり、国内外の研究
者と国際的な学術ネットワークを形成することも目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
研究計画・方法は、①文献調査、②フィールドワーク（主に参与観察、インタヴュー調査）、

③国際研究集会の開催による。 
①文献調査では、日本・中国の大学図書館や研究所資料室などで中国ムスリムの商業活動に関連
する既存の文献資料（主に日本語、中国語、英語）を収集・整理し、問題点を発見する。 
②フィールドワークは、毎年度、夏季休業・冬季休業中、調査地の中国浙江省義烏市、広東省広
州市、香港、台湾台北などで中国ムスリムおよびその関係者に対してインタヴュー調査を実施し、
一次資料を収集・整理する。 
③最終年度に海外研究者を招聘して国際研究集会を開催し、本研究分野における国際ネットワ
ークを構築する。 
 
４．研究成果 
 
研究分担者による海外調査、計 6 回実施した国内研究集会、および 2021 年 11 月にオンライ

ンで実施した国際研究集会により、主に以下の 3つの点が明らかになった。 
第 1に、中華圏（中国、台湾、香港）に居住するムスリムや、中華圏外に居住する中国系ムス

リム移民たちは、イスラームの信仰や宗教上の実践を共通の価値観として、国籍の異なるムスリ
ムや非ムスリムと日常的生活実践をとおしたネットワークを築いており、日常の多文化主義と
言いうるような多文化共生圏を構築していることである。本研究においては、とくにムスリムと
非ムスリムとの共生関係に着目して新たな知見を提示したことが、従来のムスリム・コミュニテ
ィ研究とは大きく異なる点である。台湾においては、ハラール食品やムスリム・フレンドリーな
宗教・文化的環境が、ムスリムと非ムスリムとの協働によって構築されていることが見出された
（砂井の研究成果）。また、同様に台湾におけるモスクの文化遺産化という局面においては、モ
スクを運営するムスリムたちと、非ムスリムの文化活動家やメディア関係者とが協力して価値
観を創造し、広める動きが見られた（木村の研究成果）。さらに、中国においても、義烏や広州
の商品市場において、中国籍、外国籍を問わず、ムスリムたちが宗教性を軸にしないネットワー
クを構築し、ビジネス関係を構築していることが確認された（奈良および高橋の研究成果）。 
第 2に、そうしたネットワークが歴史上においても、今日においても、国境を越えて拡大して

いることが指摘できる。歴史的視点においては、1920 年代から 30 年代にかけて、中国のムスリ
ム（回族）知識人たちが、マッカ巡礼などをとおして、諸外国（とくにムスリムがマジョリティ



である地域）のムスリムたちとネットワークを構築し、独自のムスリム世界（Muslim world）を
認識するに至っていたことが明らかになった（包［海外研究協力者］による研究成果）。また今
日的な側面からは、中東諸国との政治的・経済的関係の伸長により、イスラームの宗教性を基軸
とした日常の共生が行われていることが示された。本研究プロジェクトでは、とくにイエメンと
中国との間における留学生の動きに着目した研究成果を上げている（Ho［海外研究協力者］によ
る研究成果）。 
第 3に、そうしたネットワークの拡大を一つの要因として、マジョリティ社会内部の主流言説

空間において、不当に排除される現象が生じていることも明らかになった。中国におけるイスラ
モフォビア言説の流布は、そうした傾向の一つである。澤井による研究成果によると、イスラー
ム的な象徴とされる装飾や文字などが、「行き過ぎた」イスラーム化として言説化されて他者化
され、そうした象徴の排除やムスリム嫌悪などが生じている。また、ウイグル族においても、ム
スリムの宗教実践が批判の対象となり、国外への移住や脱出を余儀なくされる状況が続いてい
る。そうした脱出先の主な地域がトルコであるが、トルコにおいては、難民支援などを行う NPO
が、宗教性を基軸として活動しており、移住ウイグル族のサポートを行っている（中屋の研究成
果）。 
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